別表第四号の二(第8条第7項関係)
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注
1　振幅値は、ペデスタルレベルを0、映像信号の白レベルを＋100としたときの値とする。
2　SCは、(1／3.579545)μsとする。
3　水平走査期間に、7SC時間幅を基準として27ビットの領域を設け、それぞれのビットをBnとする(nは、1から27までの整数とする。)。
4　水平同期信号の前縁の立ち下がりにおける振幅値の50％点からB1後縁の立ち下がりにおける振幅値の50％点までの時間は、40SCを基準とする。ただし、B1後縁の立ち下がりにおける振幅値の50％点は、カラーバーストの位相と同位相の色信号副搬送波の零クロス点と一致することを基準とする。
5　Bnの開始及び終了位置は、B1後縁の立ち下がりにおける振幅値の50％点を基準として、それぞれ、(7n－14)SC、(7n－7)SCを基準とする。
6　B1からB5まで及びB24は、セットアップレベル0、振幅40の2値NRZパルスとする。その波形の立ち上がり及び立ち下がりは、sin2X特性とし、振幅値の10％点から90％点までの期間は145nsを基準とする。
7　B6からB23までは、セットアップレベル0、振幅±20の色信号副搬送波と同じ周波数の正弦波とし、その位相は、識別制御信号の内容が「0」のときカラーバーストの位相と同相、「1」のとき逆相とする。その正弦波の立ち上がり及び立ち下がりにおける包絡線はsin2X特性とし、包絡線の10％点から90％点までの時間は290nsを基準とする。
8　B25からB27までは、セットアップレベル0、振幅±15の色信号副搬送波の7分の4の周波数の正弦波とし、第680番目の画素の位置において、立ち上がりの零クロスとする。その正弦波の立ち上がり及び立ち下がりにおける包絡線はsin2X特性とし、包絡線の10％点から90％点までの時間は、290nsを基準とする。
